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2019 年度 事　業　報　告　書 　

特定非営利活動法人　快医学ネットワーク

 １　事業の成果
・

・

・
・
・

・
・
・
・
・

 ２　事業の実施に関する事項

 （１）特定非営利活動に係る事業

事業名 事　業　内　容

（千円）

H31.4.1 20人
・活生器の普及 ～2020/3/31 ～30人
・各講座のDVDを制作普及 773

350人

・テキストの改訂

・環境保全と健康自立を併せた企画

・味噌を福島に送る支援

～2020/3/31 ～30人 227

・福島支援手ぬぐいの販売 200人

・台風被災者への支援、手当て隊

日タイ交流セミナー

H31.4.1 10
～2020/3/31 13人

H31.4.1

～2020/3/31 10人 1,487

不特定多数

プロポリス・書籍等

H31.4.1 995
～2020/3/31 2人

不特定多数

法人事務所

H31.4.1

～2020/3/31 2人 不特定多数 0

 （２）その他の事業 　※定款変更により削除

令和 2年 3月 31日まで

実　施
日　時

実　施
場　所

従事者
の人数

本郷事務所で定期的に快医学入門、14時間講座を開催。九州、岩手、松本のネットワークの会員を講師に呼び、東京で健康自
立のための講座を開催。技術を学び情報交換。新たな会員も獲得できた。各講座の収録DVDを作成し、参加できない人も学べ
るツールを増やした。

いのちの水全国大会2019の愛知開催に協力

平成 31年 4月 1日から

福島・東葛原発被災者支援活動報告会を東京で開催。保養の必要性を再確認でき今後の事業の参考となった。他団体との意
見交換もできた。

受益対象者
の範囲

及び人数

事業費の
金　額

福島での保養相談会で手当会を開いた。他団体との連携も増え、保養の場での快医学講座や健康相談が各地で行われた。

年4回の通信の充実により、各地の会員の声をつなげて健康自立に関する情報を発信できている。ホームページ経由の問い合

味噌を福島に送る支援の取り組みを継続。

快医学講座テキストを改訂し、救急法のページを充実させた。

台風15号19号により甚大被害を受けた地域の会員に電話をかけて安否確認を行い、19号の越水被害の避難所で手当ボランティア
を行った。

その他目的を達成
するために必要な
事業

健康に関わる国際
交流事業

会員及び海外で
伝統医療・健康自
立を志す方々、40
人

法人事務所
委託

会員及び快ネット
の手当てを学び実
践する方々

・快ヘルプ、生活快ネットML活用

・瓜生文庫（WEB）

会員及び快ネット
の健康情報に関心
をもつ方々

・「快ネット通信」発行及びインタネットの
ホームページの管理と更新

健康増進のための
物品の紹介事業及
び販売事業

タイ・日本
・ネパール

・肥田舜太郎先生お話会ブックレット販売

法人事業所
委託　ほか

健康に関わる情報
の収集と提案・発
信の事業

パレスチナセミナーを企画したが、コロナ
で中止

・全国各地での家庭医学の知識の普及お
よび健康セミナーを開催

・災害による健康被害から身体を守る保
養普及と、受け入れ活動の実施

日タイセミナーへの若い世代の参加者が増えている。
活生器を100台製作。原型を新しくしたので、あと10年はこれで製作が続けられることとなった。活生器の普及が進んでいる。

健康に関する講習
会等の開催事業

東京・神奈川・
千葉・福島・山
形・山梨・岡
山・新潟・長
野・広島・大
阪・熊本・災害による健康被害から身体を守る知

識の普及とセミナーを開催

会員及び健康と環
境保全を志す方々

環境保全を図るた
めの体験会等の開
催事業

・福島東葛活動報告会

東京・埼玉・千
葉・長野・山
梨・福島・山形

会員及び健康自
立を志す方々


